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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　発電機であって、
　発電機ハウジング（１０）と、
　該ハウジング内部のロータ（１２）と、
　高吸引圧力を加えて前記ロータを冷却するためのファン（２６）と、
　前記発電機ハウジング（１０）の一端における壁（２０）であって前記発電機ハウジン
グ内のバキューム圧力領域を前記発電機ハウジング（１０）の外側の周囲圧力から隔離す
る壁（２０）と、
　前記発電機の一端に位置する、前記ロータの一端を支持するための軸受（１６）と、
を含み、
　前記端壁は、軸方向内向きの空洞（３７）を含み、該空洞は、前記軸受を前記発電機ハ
ウジングの外側に位置させ、周囲圧力下に置き、
　前記軸受は、軸受ハウジング（１８）内にオイル軸受を含み、
　前記発電機は更に、
　前記軸受ハウジングの内部と通じて周囲圧力より僅かに低い圧力を供給して、前記軸受
と該軸受ハウジングとの全体を周囲圧力より僅かに低い圧力に置く潤滑オイル抽出装置を
有する
ことを特徴とする発電機。
【請求項２】
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　前記空洞は、その一部が、前記端壁から軸方向内向きに突出する隔壁（４０）によって
形成されており、該隔壁は、前記ロータの周りでその中に前記ロータとシール（４１）と
を受けるための開口を有することを特徴とする、請求項１に記載の発電機。
【請求項３】
　前記軸受は、前記隔壁の軸方向外側に取付けられていることを特徴とする、請求項２に
記載の発電機。
【請求項４】
　前記隔壁（４０）は、形状がほぼ切頭円錐形であることを特徴とする、請求項２に記載
の発電機。
【請求項５】
　請求項１乃至４のいずれか１項に記載の発電機の前記軸受から前記発電機ハウジング内
へのオイル漏洩を最少にするか又は排除する方法であって、
（ｉ）前記ハウジングの一端に隣接し、前記軸受から軸方向内側の位置にある前記ロータ
と（ｉｉ）前記端壁（２０）との間にシール（４１）を設けることによって前記軸受ハウ
ジングを前記発電機ファンの前記高吸引圧力から隔離する段階と、それによって前記軸受
ハウジング全体を周囲圧力に曝す段階と、
を含むことを特徴とする方法。
【請求項６】
　前記発電機は、潤滑オイル蒸気抽出装置（３９）を有する潤滑オイルシステムを含んで
おり、前記潤滑オイル蒸気抽出装置を使用して前記軸受内の前記オイルに対して吸引圧力
を加える段階を含むことを特徴とする、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記発電機は、前記発電機ハウジング内部の前記冷却ファンによって生成された前記吸
引圧力に匹敵する高吸引圧力で動作可能な、前記軸受ハウジングからオイル蒸気を除去す
るための蒸気抽出装置（３０）を有しており、該高吸引圧力の蒸気抽出装置を前記軸受ハ
ウジングから切り離して該軸受ハウジングから前記高吸引圧力を除去する段階を更に含む
ことを特徴とする、請求項５に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、発電機エンクロージャの向かい合った端部にロータ用の軸受を有する発電機
に関し、具体的には、発電機内へのオイル漏洩を阻止するために、軸受ハウジングを発電
機エンクロージャの内部から隔離するための装置及び方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　発電機は、該発電機の向かい合った端部に、ロータ用の軸受を有して構成される。一般
的に、軸受ハウジングの一側は、その一部が発電機エンクロージャによって囲まれ、軸受
ハウジングの反対側は、その一部が発電機エンクロージャの外側に位置する。従って、発
電機エンクロージャの内側に沿った軸受ハウジングのほぼ半分は、ロータを冷却するため
に使用される発電機ファンの高吸引圧力に曝される。発電機エンクロージャの外側に位置
した軸受ハウジングの反対側の半分は、大気又は周囲圧力に曝される。従って、傾斜パッ
ド軸受或いは平ジャーナル軸受とすることができる軸受自体内のオイルは、軸受ハウジン
グの両側で高吸引圧力と周囲圧力とに曝される。発電機エンクロージャの内部が負圧にな
っている場合、軸受からのオイルは、発電機エンクロージャ内へ漏洩する可能性があり、
また、実際に漏洩し、その内部を汚染する。例えば、発電機内部へのオイル漏洩により、
発電機内面がオイルで被覆され、発電機性能を低下させる。オイルはまた、汚れ及び塵埃
に対して引き付けを行うものでもあり、同様に性能を低下させる。
【０００３】
　軸受ハウジングの半分が内部バキューム圧力に曝され、残りの半分が周囲圧力に曝され
るような従来のこの種の発電機においては、一般的に主発電機の内部冷却ファンの高吸引
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圧力にうち勝つために、専用の蒸気抽出装置が設けられる。つまり、蒸気抽出装置のファ
ンによって生成された圧力と主発電機のファンによって生成された圧力とは、大まかに言
って同等である。従って、軸受ハウジングに連結された蒸気抽出装置を、例えば内部オイ
ルデフレクタに隣接して設けることによって、オイル蒸気は、発電機エンクロージャ内へ
の漏洩流を生じることなく、軸受ハウジングから抽出されることができる。また、発電機
の軸受ハウジングに対する蒸気抽出装置の必要条件は、一般的に発電機軸受に用いられる
潤滑オイルシステムに組み込まれた蒸気抽出装置に対する必要条件よりも極めて高度であ
ることを理解されたい。従って、この２つのシステムは、１つに合体させることはできな
い。更に、必要な蒸気抽出装置は、満足いくように作動させる上で、バキュームの精密な
設定とシステムに対する高度の保守とを必要とする。蒸気抽出装置を介して大量のオイル
蒸気が引き出されるので、濾過媒体を頻繁に交換することも必要である。必要な保守が行
なわれない場合には、その期待寿命の短縮と早期故障とを引き起こす可能性があるシステ
ムの誤作動と蒸気抽出装置モータの過負荷とが生じることになる。
【０００４】
　更に、これまで、軸受ハウジング上のオイル排出管は、軸受ハウジング内の高吸引によ
ってハウジング内のオイルレベルをより高く上昇させ、軸受空洞の排出を行うために必要
なオイルレベル以上に上昇させることになるような、軸受空洞の底部に対する高さに設置
されてきた。このことは、オイルデフレクタを通り抜ける発電機内へのオイル漏洩を強め
て、オイル漏洩を生じさせることになる。この状況を改善するために、対抗するバキュー
ムを軸受ハウジング排出管上に加えるための付加的な配管が設けられていた。
【特許文献１】米国特許３４６６４７８号明細書
【特許文献２】米国特許３６６３０７７号明細書
【特許文献３】米国特許４６４４２１０号明細書
【特許文献４】米国特許４８４４６２５号明細書
【特許文献５】米国特許５３２２３７３号明細書
【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明の好ましい実施形態によると、発電機エンクロージャの内部から隔離され、それ
によって、完全に周囲圧力下に置かれることができると同時に、オイル軸受空洞からオイ
ル蒸気を除去することができるようにする、発電機の軸受ハウジングが提供される。軸受
と軸受ハウジングとを物理的に再設置するのではなく、前述のことを達成するために、ロ
ータと発電機エンクロージャの端壁との間に、発電機エンクロージャ内の低圧力領域と該
エンクロージャの外側の周囲圧力との間を密封するシールを形成することによって、発電
機エンクロージャ内の低圧力領域が軸受ハウジングから隔離される。軸受ハウジングと発
電機エンクロージャとのこの隔離は、発電機エンクロージャの端壁を軸方向内向きに延ば
し、ロータの周りにシール、例えばラビリンス・シール歯を設けることによって作り出さ
れることができる。その結果、発電機エンクロージャ内のバキューム圧力は、軸受ハウジ
ングから排除される。内側オイルデフレクタを通り抜ける可能性があるあらゆるオイルは
、デフレクタの下方部分内に蓄積され、軸受空洞内へ排出して戻されることができる。
【０００６】
　しかしながら、オイル蒸気を軸受空洞から除去してそれらの蒸気がハウジングから漏れ
るのを阻止することが、依然として重要である。このことを達成するために、一般的にオ
イル潤滑システムにおいて用いられ、また周囲圧力より僅かに低い呼びバキューム圧力を
加える蒸気抽出装置を使用して、軸受空洞からオイル蒸気が吸引される。このことにより
、軸受空洞からオイル蒸気を除去するために発電機エンクロージャ内の圧力に匹敵する低
バキューム圧力で必ず作動されなくてはならなかった蒸気抽出装置に対する必要性が排除
される。更に、軸受ハウジングの排出管は可能な限り最低高さに再設置されて、該排出管
が排出を開始する以前に軸受ハウジング内に蓄積するオイルの量を減少させ、従ってオイ
ルレベルは可能な限り低く維持される。
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【０００７】
　本発明による好ましい実施形態において、発電機が提供され、該発電機は、発電機の一
端において壁を有する発電機ハウジングと、該ハウジング内部のロータと、発電機の一端
に位置する、ロータの一端を支持するための軸受とを含み、端壁は軸方向内向きの空洞を
含み、空洞は軸受を発電機ハウジングの外側に位置させ、周囲圧力下に置くようになって
いる。
【０００８】
　本発明による別の好ましい実施形態においては、発電機ハウジングと、該ハウジングの
一端における壁と、発電機ハウジング内に位置し、該ハウジングの一端における壁を貫通
して延びるロータと、オイル蒸気抽出装置を含む発電機のための潤滑オイルシステムと、
ロータをハウジングの一端に隣接して支持するための軸受とを有する発電機において、軸
受から発電機ハウジング内へのオイル漏洩を最少にするか又は排除する方法が提供され、
該方法は、軸受全体を周囲圧力に曝す段階と、潤滑オイルシステムに設けられた蒸気抽出
装置を使用して、軸受空洞に低吸引圧力を加え、該空洞からオイル蒸気を吸い出す段階と
を含む。
【０００９】
　本発明による更に別の好ましい実施形態においては、発電機ハウジングと、該ハウジン
グの一端における壁と、発電機ハウジング内に位置し、壁を貫通して延びるロータと、ハ
ウジング内に位置する、高吸引圧力を加えてロータを冷却するためのファンと、ロータを
発電機の一端に隣接して支持するための軸受を含み、その一部が発電機ハウジング内に位
置して発電機ファンの高吸引圧力下に置かれ、またその一部が該発電機ハウジングの外側
に位置して周囲圧力下に置かれている軸受ハウジングとを有する発電機において、軸受か
ら発電機ハウジング内へのオイル漏洩を最少にするか又は排除する方法が提供され、該方
法は、（ｉ）ハウジングの一端に隣接し、軸受から軸方向内側の位置にあるロータと（ｉ
ｉ）端壁との間にシールを設けることによって軸受ハウジングを発電機ファンの高吸引圧
力から隔離する段階と、それによって軸受ハウジング全体を周囲圧力に曝す段階とを含む
。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　さて、図面、特に図１を参照すると、発電機ロータ１２を収容している発電機エンクロ
ージャ１０が示されており、該ロータは、エンクロージャ１０内に位置し、軸受ハウジン
グ１８内の軸受１６を貫通する縮小された直径の軸端１４を有する。発電機エンクロージ
ャ１０は、端壁２０を含む。図１に示されるように、この端壁２０は、軸受ハウジング１
８を実質的に二等分しており、図１おいて端壁を表している破線の左側にあたる軸受ハウ
ジング部分が発電機エンクロージャ１０内の圧力に曝されている。図１における破線の右
側にあたる軸受ハウジング１８の反対側の半分は、周囲圧力に曝される。従って、内側及
び外側オイルデフレクタ２２及び２４は、それぞれ異なった圧力に曝される。
【００１１】
　一般的な発電機においては、半径流ファン２６がロータ１２に支持され、ロータ及び付
属部品を冷却する目的で発電機エンクロージャ１０内に高バキューム圧力をもたらす。発
電機エンクロージャ内のこの高度の負圧力によって、軸受ハウジング内のオイル軸受空洞
から内側オイルデフレクタ２２を通り抜けて発電機エンクロージャ１０の内部へのオイル
漏洩経路が形成される。発電機内へオイルが漏洩することは、発電機性能にとって極めて
有害である。発電機エンクロージャ１０内へのオイル漏洩の可能性を最小限にするために
、蒸気抽出装置３０を設けて、ファン２６によって生成された発電機ハウジング１０内の
高吸引圧力に匹敵する吸引圧力を内側オイルデフレクタ２２に対して供給する。図１に示
されるように、蒸気抽出装置３０は、内側オイルデフレクタ２２の周りの環状空間３２を
、該環状空間を蒸気抽出装置３０と相互に連結している配管３４及びホース３６の配列を
介して吸引する。蒸気抽出装置３０は、エンクロージャ１０内のバキュームに匹敵する十
分に低い圧力を発生させなければならないので、潤滑オイル抽出装置３８は、軸受ハウジ
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ングの両側間の差圧によって引き起こされる発電機エンクロージャ内への潜在的漏洩経路
内にある蒸気を抽出する目的では使用できない。潤滑オイル抽出装置３８は、周囲圧力よ
りも僅かだけ低いバキューム圧力で作動する。更に、従来の発電機においては、オイル排
出管３９（図２）は、軸受空洞の底部に対して十分に高い高さに設置されており、そのた
め、軸受ハウジング内の高吸引によって、軸受ハウジング内のオイルレベルを、軸受空洞
からオイルの排出を行うために必要なレベル以上により高く上昇させる可能性がある。こ
のことは、オイルデフレクタを通り抜ける発電機内へのオイル漏洩を強めて、オイル漏洩
を生じさせることになる。
【００１２】
　ここで、同し部品が図１におけるのと同様の参照符号によって表されている図３を参照
すると、本発明の好ましい実施形態では、軸受ハウジングが発電機エンクロージャから隔
離されている。つまり、図１の従来技術におけるように、軸受ハウジングの両側がそれぞ
れ周囲圧力及び高バキューム圧力に曝された状態にするのに代えて、軸受ハウジングは、
該軸受ハウジング全体が周囲圧力に曝されるようにエンクロージャ１０から隔離される。
このことを達成するために、発電機エンクロージャ１０の端壁２０内に空洞３７が形成さ
れる。具体的には、一般的には形状が切頭円錐形である隔壁又は壁４０が、端壁２０に接
合される。端壁２０を貫通して、拡大された開口が形成され、切頭円錐形隔壁４０の大き
い方の端部が、開口の縁に固定される。隔壁４０の縮小端部は、軸受ハウジング１８の軸
方向内側でシール４１がロータ１２の周りに密封係合した状態で、配置される。隔壁４０
の内端４２における密封係止は、隔壁の両側上の異なった圧力領域間を密封するのに効果
的な、ラビリンス歯或いはその他のあらゆる形式のシールを含むことができる。シールと
隔壁との結果として、軸受ハウジング１８は、発電機エンクロージャの端壁２０の空洞内
にあるにもかかわらず、発電機エンクロージャ１０の外側に位置するので、該軸受ハウジ
ング１８はその全体が周囲圧力に曝される。言うまでもなく、内側オイルデフレクタ２２
内のオイル蒸気は高バキューム圧力に曝されないので、蒸気抽出装置、つまり蒸気抽出装
置３０（図１）に対する必要性が、完全に排除される。代わりに、軸受空洞内がほぼ周囲
圧力になっているので、潤滑オイル抽出システムの一部分を形成し、一般的に発電機軸受
のために設けられる潤滑オイル抽出装置３８を使用して、軸受ハウジング内のオイル蒸気
に対して僅かなバキューム圧力を与えることができる。この僅かなバキューム圧力は、オ
イル蒸気を除去し、該オイル蒸気がハウジングから環境中へ漏れるのを防止するのに十分
である。
【００１３】
　更に、また図４に示すように、軸受ハウジング上の排出管５０は、図１の排出管３９の
高さに比較して、より低い高さに移される。このことにより、オイルを排出し始める以前
に軸受ハウジング内に蓄積するオイルの量を減少させ、それによってハウジング内のオイ
ルレベルを可能な限り低いレベルに維持する。
【００１４】
　本発明の隔離システムは新規発電機の原機製造において使用できることは、言うまでも
ない。同様に、また重要なことに、本発明の隔離システムは、使用中の発電機を改装する
のに使用することができる。従って、現場での発電機は、軸受ハウジングを発電機エンク
ロージャの内部から隔離する隔壁を含むように容易に補修できる。従来必要であった蒸気
抽出装置４０は、切り離して除去することができる。更に、排出管は、軸受ハウジング内
にオイルを可能な限り少なく保持するように、軸受ハウジング内で一層低い高さに再配置
されることができる。このように、発電機は、本発明の蒸気密封及び隔離システムを使用
して改装されることができ、それによって、個別の抽出装置の費用及び運転／保守費用は
、著しく節減され、また一層頑丈な設計がもたらされる。
【００１５】
　現在最も実用的で好ましい実施形態であると思われるものに関連させて、本発明を説明
してきたが、本発明は開示した実施形態に限定されるべきものではなく、また、特許請求
の範囲に記載された符号は、理解容易のためであってなんら発明の技術的範囲を実施例に
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限縮するものではない。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】従来技術による軸受と該軸受のための発電機エンクロージャの端部とを示す、発
電機端部の概略断面図。
【図２】発電機エンクロージャの概略端面図。
【図３】本発明の好ましい実施形態による、発電機エンクロージャの内部から隔離された
軸受ハウジングを示す、図１と同様な図。
【図４】低い位置に置かれた排出管を示す、図３の発電機エンクロージャ端部の概略端面
図。
【符号の説明】
【００１７】
　１０　発電機エンクロージャ
　１２　ロータ
　１４　軸端
　１６　軸受
　１８　軸受ハウジング
　２０　端壁
　２２　内側オイルデフレクタ
　２４　外側オイルデフレクタ
　２６　半径流ファン
　３７　空洞
　３９　潤滑オイル抽出装置
　４０　隔壁
　４１　シール
　４２　隔壁の内端
　５０　オイル排出管
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